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論文
大阪堂島米商会所の創立
津川 正幸
1. 堂島米商会所の設立
明治政府は，社会経済のあらゆる分野において，それを近代化する歴史的使
命をおわされていた。そのうち，鹿業取引に関する施策についてみると，まず
旧来の商業諸制度を撤廃して，これにかわる近代的商業制度を整備し，商業諸
機関を設立するの必要にせまられていた。しかしそれらは一朝ータになしえた
ことではない。 諸事多端で商業行政にのみ没頭するを得ず，「商頁ノ其業ヲ専
占スルモノ暫ク旧慣二伯ラシメ其姦猾ノ行ヲ為スヲ禁ズ，今般御一新ノ折柄二
付諸株ノ儀ハ，品二寄リ御取龍モ可有之筈二候ヘトモ，先旧来ノ通建置候，乍
併不正ノ商売イタシ，或ハ不筋ノ利潤ヲ取候類ノ儀無之様精々可相心得候事。
1)」と，ひとまず旧来の習慣によることとし，旧幕時代の諸株の存置を許容し
た。
しかしながら，商業取引の近代化のためには，この措置はあくまでも一時の
便宜的なものであった。時を経ずして商法司を設置して商業上の独占を排する
方向を指示し，さらに通商司を設置して通商・為替会社をおこし，国内外の通
商を盛んならしめんとした。米穀取引機関についても貢租米の取りさばきに窮
した政府は，明治4年4月，東京・大阪両地に仲買人を構成員とする従来の会
員組織による民営的な制度を一変し，一種変則的な官営組織による米穀相場取
引市場を公許したが， 「之ニヨリ我国二於テモ取引所ナルモノガ経済上不可欠
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ノ機関タルコトヲ略々認メラルヽニ至リシノミニシテ，未ダ一定ノ組織的制度
タルニハ至ラ 2)」なかった。ようやく明治 7年5月の大蔵省伺3)に， 「従前民
間二於テ諸株式等売買二付一定ノ方法無之候為，近来商法漸次相開ケ，随テ諸
会社其他ノ株式売買取引等モ自然繁雑相成候二付テハ，右取引上便宜ノ方法一
定無之候テハ，往往人民ノ利害商法ノ得失二関係可致儀二付，今般前以別紙規
則ノ通，・公債証書•株式取引所ノ方法ヲ制定シ，商法緊要ノ地二於テ有志ノ者
共協力条例ノ旨趣ヲ遵守シテ取引所創立候様致度，尤右取引所創立ノ場所ハ，
＇此際ート先東京・大阪ノ両所ニーケ所ツ、取設候目的二有之候，依テ別紙相添
此段相伺侯也， 5月23日 大蔵」と，株式取引所条例の案文が提出された。そ
して同年10月，太政官第107号布告をもって，「倫敦株式取引所ノ組織ヲ参酌，
否ナ直訳シタル心」株式取引所条例が発布された。 政府はこの条例に米穀・
水油等の取引も準拠させようとし， 同年12月には，第138号公布によ→て米穀
売買相場取引会社の設立にふれ，米穀取引を軌道に乗せるための取引機構とし
て，取引所を会社組織にすることを勧め，援助を与えようとした。ちなみに，
この条例・公布に照準して，三井元之助等12名の発起人により「堂島米穀相場
会社」の創立出願があったが結実しなかった。要するにこの条例が実際に行な
うことのできないものであったためである。そこで大蔵省においては，翌8年
5月28日，別に米穀相場会社創立準則を定め，公布した。 この場合にも，「大
阪第一米穀相場会社（資本金10万円）」の設立出願があったが，準則と実情が相
容れず，出願者から種々内容の改変の請願もあったが，結局は出願は却下され
た5)。
以上のように，政府は米穀取引に関して種々改善に努力したが，それらは，
「我国独特ノ沿革ヲ無視シタルガ為メニ，不幸ニシテ充分ノ効果ヲ挙グルコト
能ハ6)」ざ戸ものであった。 しかし政府の意図は，当時の米価の暴騰（とく
に明治7年， 堂島米会所の10月限売買取組みにみられるような） が米商会所の思惑的
空取引に原因するものとみて， 「全然英国流ノ特異ノ制度ヲ以テシ，根本的ニ
将来ノ禍根ヲ苅除センo」とするところにあったとされており，やがてこの経
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験が，明治9年8月，わが国の商業史上において，最初の米穀取引関係法規と
目されている米商会所条例 （太政官第105号布告） と内務省第29号布達・米商会
所成規の発布に結果した。
さて，この条例によって，米商会所は内務卿の統轄するところとなり，営業
期間は 5か年を 1期とし， 1株100円の株式により，資本金3万円以上， 10人
以上の発起人によって，資本金総額の半分以上の株数を所持することを必要条
件とする株式組織をとることに定められた。
かくして同年10月3日に中外商事会社による東京蠣殻町の米商会所創立を皮
切りに， 11月，堂島， 12月，兜町の米商会社，ついで大津・赤間関・桑名・新
潟・兵庫・金沢•松山 b 名古屋・岡山・京都・徳島の各地につぎつぎに米商会
所が創立されるにいたったB)。
ところで，大阪堂島米商会所の創立は，五代友厚の尽力により，五代の命を
うけた田中市兵衛・土居通夫が，鴻池善右衛門・三井元之助・磯野小右衛門ら
と交渉し，政府へ出願させ， 明治9年11月8日その許可をえて創立されたも
のとされている。この間の事情については次節において考察することにし，ま
ず，創立願書，創立証書をあげ，創立の事情の一端をうかがうと，
米商会所創立御願9)
明治9年太政官第105号公布米商会所条例ノ旨趣二基キ凡下条ノ目的二拠テ協同結社米
商会所ヲ創立シ営業致度候二付右創立御許可被成下度依テ別紙創立証書井定款申合規則共
相添此段奉願候
1 創立場所大阪府管下第4大区13小区堂島浜通1丁目2蹟槌し
1 戸 数凡15万6千戸余
1 該地消費米凡90万3千石余
内訳凡80万3千石人口50万人余ノ費消米1ケ年分
凡10万石 清酒味淋白酒銘酒等ノ費消米1ケ年分
.; 
1 該地産出米 1ケ年分凡20万石
1 輸出或輸入米年々豊凶ニョッテ不同之レアリ予メ相決リカタク
3 
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1 米商人凡400人
1 現場売買取引米凡3千万石
但1ケ年ノ内300日営業日々 10万ノ見積リ
1 定期売買取引米凡220万石
．但1ヶ月 5万石ノ建米卜見積リ同重リ取組7万5千石（日々
日数
1期3ヶ月分 37万5千石ノ凡積リ・1ケ年分合高
右現今ノ実況及将来売買取引ノ見込共書面之通御座候以上
明治9年9月4日
3千石宛
25日分 ） 
発起人 大阪府第1大区12小区今橋通2丁目14番地
平民 鴻池善右衛門
?
京都府下下京第4区六角通東洞院東え入腺屋町第197番地
平民三井元之助 印
大阪府下第1大区12小区北浜2丁目第4番地
平民磯野小右衛門 印
大阪府下第1大区15小区伏見通4丁目第21番地
芝1l又右衛門同居平民
芝川又平 印
大阪府下第4大区13小区堂島船大工町第18番地
田中丑松方同居平民
田中・喜助 印
大阪府下第1大区13小区高麗橋4丁目第6番地
寄留山口県士族吉富簡ー 印
大阪府下第区1大13小区高麗橋4丁目 6番地
平民藤田伝三郎 印
大阪府第4大区13小区堂島浜通1丁目第31番地
寄留山口県平民 宗像直次郎 印
大阪府下第3大区 7小区靱南通3丁目第9番地
寄留鹿児島県下平民
徳田和平• 印
大阪府下第1大区12小区北浜2丁目 4番地
磯野小右術門方同居平民
・ 磯野吉三 印
大阪府下第1大区13小区高麗橋4丁目 6番地
寄留山口県士族 井上 亀六． 印
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大阪府下第4大区14小区堂島浜通2丁目第8番地
平民松本弥助 印
大阪府第4大区13小区堂島浜通1丁目30番地
平民山本新次郎 印
大阪府下第4大区14小区堂島北町第20番地
平民長谷彦太郎 印
大阪府下第4大区13小区堂島裏町1丁目第17番地
備中豊蔵方同居平民
備中嘉兵衛 印
大阪府下第4大区14小区堂島中2丁目第30番地＇
平民高岡佐兵衛 印
前書之通願出候二付奥印仕侯
第1大区12小区 3等戸長 小林久右衛門 印
第1大区15小区 3等戸長 和田弥三郎 印
第1大区13小区 4等戸長 西原清次郎 印
第4大区13小区 4等戸長 林儀兵衛 印
第4大区14小区 3等戸長 室谷常蔵 印
第3大区7小区 3等戸長 近藤徳兵衛 印
大阪府権知事 渡辺 昇殿
（後書）
「書面米商会所創立之儀聞届侯条規則中掛紙之通取直シ施行可致儀卜可相心得事
明治9年9月25日
大阪府権知事 渡辺 昇」
（別冊） 米商会所創立証10)
明治9年8月太政官第105号公布米商会所条例ノ旨趣ヲ遵奉シ米商会所ヲ創立シテ其商
業ヲ経営セント謀リ此証書第5条二連名シタル者協議シテ左ノ条々ヲ取極候也
第 1 条
当会所ノ総員ハ米会所条例ノ旨趣ヲ遵奉シ且会所定款申合規則ヲ確守ス可シ
第 2 条
当会所ノ名称ハ大阪堂島米商会所卜称スヘシ
第 3 条
当会所営業ノ年限ハ明治9年9月開業ノ日ヨリ満5個年タルヘシ
5 
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第 4 条
当会所ハ大阪府管下第4大区13小区堂島浜通it目2蹟雑炉ら取建ツ可シ
第 5 条
当会所ノ資本金ハ7万5千円ニシテ之ヲ 750株トナシ内発起人ニテ所持スヘキ株数井二
其属籍住所姓名等左ノ表ノ如シ（省略第1表参照）
第 6条
当会所ノ株主及ヒ仲買人ハ内国人二限ル可シ
此証書ハ株主一同ノ利益ヲ謀｝レ為メ取極メタル証拠トシテ各姓名ヲ自記調印致シ侯追而
加入候者ハ順次連署セシメ可申侯也
明治9年9月 （朱書）「日付ヲ加フヘシ」
鴻池善右衛門 印
（外15名省賂）
以上の願書・創立証書に定款・申合規則を添付し，大阪府庁を経て内務省に
大阪堂島米商会所の設立が請願された。創立証書第5条に連名した株主の出資
状態は第1表にしめす通りである。ついで 9月11日には，定款の規定に従って
肝煎選挙を実施し，引き続き翌12日には正・副頭取選挙を実施している。両選
挙の結果は次の通りである。
18枚
17枚
17枚
＇ 
1枚
6枚
5枚
肝煎選挙投票開札11)
鴻池善右衛門 17枚
磯野小右衛門 17枚
進藤嘉七 1枚
松本弥助 7枚
北村治助 6枚
吉富簡ー 5枚
＿井元之助
田中喜助
芝川又平
山本新次郎
加賀定次郎
宗像直次郎
4枚， 藤田伝三郎
3枚 長谷彦太郎
2枚 山脇恒右衛門
1枚徳田和平
右之通枚数18枚ヨリ 7枚迄都合8員御定例二基キ肝煎取極候事
4枚 高岡佐兵衛
3枚 備中嘉兵衛
2枚 長谷川伊右衛門
?
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出 資 金 内 訳
株主氏名 株数 金額
秩腺公餌同代金 1新公債 l同代金 1現 金
株 円 円 円 円 ＇円 円
※磯野小右衛門 60 6,000 8,000 4,000 
金2名,6080  
※田中喜助 50 5,000 4,150 3,320 
進藤嘉七 30 3,000 825 660 2,340 
北村治助 10 1,000 呼1,。000 
※芝川又平 60 6,000 5,000 4,000 00 
※松本一弥助 30 3,000 1,250 1,000 2,000 1,000 1,000 
※三井元之助 60 6,000 5,000 4,000 2,000 
※鴻池善右衛門 60 6,000 8,000 4,000 2,000 
※吉富簡一 50 5,000 6,200 4,960 1,000 
※宗像直次郎 50 5,000 10,000 5,000 
※藤田伝三郎 50 5,000 6,250 5,000 
※磯野吉三 40 4,000 5,350 2,675 1,325 
旧公債
※徳田和平 40 4,000 350 52.50 3,875 1,937.50 2,010 
※井上亀六 30 3,000 4,000 2,000 2,000 1,000 
※山本新次郎 20 2,000 1,350 1,080 920 
※長谷彦太郎 20 2,000 2,000 
※備中嘉兵衛 20 2,000 1. 675 1,340 660 
※高岡佐兵衛 20 2,000 2,000 
田中源三郎 10 I 1,000 850 680 金貨320
710 71,000 
旧公債
350 52.50 
計
32,550 26,040 43,225 21,612.50 23,295 
I 
1. 本表は，堂島文書「明治9年記録」により作成した。
備考 2. 株主氏名中※印を付したのは発起人である。
3. 出資金のうち，秩腺公債は額面の8割，新公債は5割で代価を
計算している。
?
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1, 9月12日正副頭取選挙投票8枚相揃午後6時ヨ 1J於会所開札致侯左二
頭取6枚 磯野小右衛門
副頭取4枚 田！中喜助
頭取1枚，副頭取1枚
副頭取1枚
同 1枚
右之通枚数高ヲ以取極候事
米商会所役員左二
芝川又平
鴻池善右衛門
松本弥助
頭 取 磯野小右衛門 副頭取 田中喜助
肝煎商議掛 進藤嘉七 山本新次郎
肝煎検査掛 芝）I又平 松本弥助
肝煎出納掛 鴻池善右衛門 三井元之助
支配人 石田孫兵衛 宮川直助
9月23日には役員印鑑届をすませ，同時に資本金7万5千円の％の 5万円を
大阪府に供託し，開業免状の下附を請求した。その後，申合規則の条文中で一
・ニの改正願を願い出て， 10月28日に大阪府権知事渡辺昇の名で，仮開業免状
が下附され， 11月2日に開業のはこびとなったが，開業免状の正状が下附され
たのは11月8日であった12)。
(1) 大政類典第96巻
(2) 明治年間米価調節沿革史 明治前期財政経済史料集成 第11巻の 2,608ページ
(3) 大政類典第2編第159巻
(4) 明治年間米価調節沿革史 618ページ
(5) 大阪府取引所関係書類写
(6), (7) 明治年間米価調節沿革史 618ページ
(8) 商工行政史刊行会編商工行政史上巻 79ページ
(9l,UOl,Ul 関酉大学図書館蔵堂島文書 明治9年「記録」
(12) 堂島文書明治9年「日記」
?
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2. 堂島米商会所を創った人びと
明治政府が，維新の変革と混乱の中で直面した政治・経済の諸問題を解決す
べく打出した殖産興業政策は， 「先進資本主義諸国の外圧に対抗して経済的自
立を達成しようとしたもので，海外から高度の近代的産業技術，経済制度を移
殖して，資本主義の温室的な保護育成をはかったものであったむ。」 したがっ
て国家権力の強力な保護育成の傘下に加わるためには，それだけ政府・官僚と
の密接な結びつきを必要とした。明治政府が薩•長・土・肥の藩閥的勢力によ
る政府であったように，財界を指導し，支配した勢カ一実業家もまた藩閥的で
あり，なんらかの意味で藩閥的勢力と密接な関係をもち，あるいは明治変革を
ともになしとげた同志的連帯感をもっていたと考えられる。このようなところ
に新らしい型の実業家・政商が活発に活躍し，指導的な役割を果すべき舞台が
用意されていたわけである。
さて，大阪財界についてもその例にもれない。もっとも宮本又次博士の論著
に明らかにされているように， 「官業があまり設置されなかった大阪では，政
商ではない独立，自営，自助の産業人が大阪で頭をもちあげてくるのは明治中
期からで，早くからその芽ばえがあり，明治10年代をさかいにして，財界を支
配，指導する勢力が変わり，それは藩閥的募力から資本的勢力へ推移する 2)」
傾向は確かにあった。しかし明治初年においては，．五代友厚をはじめとし，ぃ
わゆる「羽振りをきかす他国者」といわれたように，藩閥的勢力が指導的な役
割を果した。中でも商業取引関係では薩• 長いずれかといえば長州閥の色彩が
濃厚である。
さきに明治4年4月に開業した堂島米会所の公許は，大蔵省において，大隈
重信参議（肥前佐賀藩）•井上馨大蔵少輔（長州藩）らが慎重審議し， 井上大蔵
少輔を大阪に派遣して現地の振合調査をなさしめ，その結果，採用実施された
売買仕法が，赤間関米会所で実施されていた「現米受引の仕法」であり，出願
者は大阪北大組大年寄であったとはいえ，その「出所」は長州萩で，下関で米， 
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相場をはっ＇た磯野小右衛門と，肥前の武富辰吉であった。そして，頭初に米会
所頭取に任命されたのは，磯野・武富の外に，堂島米仲買の有力者堺屋（進藤）
嘉七・俵屋（田中）喜助・加賀屋（岡上）徳蔵と金方頭取として大眉五兵衛・三
井元之助が任命され，さらに大年寄井上市兵衛を起用し， 5年6月，改任にあ
たっては，表方頭取IC.磯野・武富・進藤の3名，金方頭取に井上・大眉・三井
（元之助）さらに宗像直次郎を加え任命している。 井上馨の先収会社を通じて
の長州と三井の結びつきは説明を要すまい。また宗像直次郎は長州人である。
明治6年3月，油会所を合併して堂島米油相庭会所が発足した時には，米会
所から磯野・田中，油会所側からは為替会社総頭取広岡久右衛門・殿村平右衛
門がそれぞれ頭取に任命され，金方頭取には元のとおり井上・大眉・三井・宗
像がこれにあたった。その後，広岡・磯野の辞任があり， 7年6月，松本弥助
が頭取次席から昇任され，会所解散時には田中喜助•松本弥助 2 名が頭取であ
った。この間， 8年11月には油取引を廃止して，会所名称を堂島米会所の旧名
に復している。他方金方頭取は 9年5月井上市兵衛の辞任があり，解散時には
三井元之助と，大眉五兵衛の没落後にこれに代って任命された鴻池善右衛門の
2名が当っていたs)。鴻池の米会所への参加は比較的に遅かったようである。
ところで，すでに前記したが明治9年8月，米商会所条例の制定によって創
立された大阪堂島米商会所の発起人をいま一度例記すると，それは，鴻池善右
衛門・＇三井元之助・ 磯野小右衛門・芝川又平• 田中喜助•吉富簡ー• 藤田伝三
郎・宗像直次郎・徳田和平・磯野吉三•井上亀六•松本弥助・山本新次郎•長
谷彦太郎・備中嘉兵衛・高岡佐兵衛の16名である。このうち，鴻池・三井・磯
野（小）• 田中・宗像• 松本は， 米会所あるいは米油相庭会所で頭取に任命さ
れた人びとである。また16名の中で長州閥に属することが明らかな人びとをあ
げると，磯野小右衛門•吉富簡―•藤田伝三郎・宗像直次郎・磯野吉三• 井上
亀六の6名をあげられる。 第1表によって彼等の持株を計算すると280株で，
総株数750枚の1/8以上を占める。頭取経験者の持株計は320株，うち磯野，宗像
を除くと210株で，長州閥の株数は後者よりも上廻っている状態であった。
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吉富簡ーは4), 明治6年5月大蔵大輔を辞し野に下った井上馨が， 7年2月
に設立した貿易商社「先収会社」の大阪における営業を岡田平蔵とともに担当
した人である。彼は，先収会社閉止後，協同会社に入社し大阪藤田伝三郎の店
を借りて，引当米の取扱いに尽力して欲しいとの井上馨の再三再四の勧告を強
硬に辞退した。そのため協同会社引当米については， 「此後登セ米其外諸世話
ハ，藤田・宗像申合取計候様5)」になったもので，、先収会社の事業は，吉富に
かわって藤田組にひきつがれた。しかし，井上の勧めを辞退し，しかも，先収
会社，協同会社の事業をひきついだ， 藤田・宗像および磯野•井上（亀）と共
に米商会所創立の発起人に参加したのは何故であったか，この間の事情は明ら
かではないにしても，井上ー一吉富ーー藤田・宗像の密接な関係が明白になろ
う。いずれにしても米穀の取扱いに詳しい吉富の参加をえて，さらには井上馨
を通じての三井組，鴻池との関係を見ると，確かに堂島米商会所における長州
閥勢力の強さが感じられる。
それではなぜ五代友厚は，油取引を切離して純然たる米商会所を株式組織で
創立しようとし，田中市兵衛・土居通夫を通じて鴻池・三井をといてそのこと
をなさんとしたのであろうか。
結論的にいえば，それは五代の先覚者としての高い見識から，藩閥の利益を
こえた大所高所からの経済秩序の是正を意図したことによるのではなかろう
かと愚考される。
大阪はえ抜きの豪商で五代とも藤田とも親交を結び，明治初年より財界に頭
角をあらわし，関係会社多く，大阪米穀取引所監査役にも就いたことのある田
中市兵衛6)はさておき，当時司法官で明治9年9月25日には大阪上等裁判所在
勤を命ぜられた土居通夫についてみよう。 伝記7)によると， 「明治 9年丙子
40歳，君は 4月より上京して滞在5月に至る，此度も五代の許に宿して，公用
の余暇には時々l日藩邸と大隈家を訪ひ，絶えず相伴ふて交朧せしは中井弘，北
畠治房，児島惟謙，森山茂，其他は松岡康毅，坂本政均，早川勇，春木義彰等
同僚の人々と旧藩緑故の向々なりき。 （中略） 5月9日司法卿より裁判所礼問
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掛人選委員を命ぜらる。本年8月の暑中休暇は久々にて京都に遊び，夫より伊
勢の大廟に参拝せり，紀行あれども省略す。」 とあるところから，五代との関
係，交友関係，同年8月iこは関西に居たことが知れる。 9月には大阪在勤を命
ぜられ，赴任したのは11月13日であるが，五代の求めに応じて米商会所創立に
参与したことと大阪転勤のつながり，やがては明治17年に官を辞して実業界に
転身し，大阪商業会議所会頭に22年間在職し，その間明治29年には，堂島米穀
取引所理事長に就任するのこともあったその機縁が，この時に生じたともいえ
る。また余談ながら同19年には，関西法律学校（現在の関西大学）の創立に，児
島惟謙とともに名誉校員として参与している。 8)
さて五代が土居の参加を必要とした問題は何であったか，その事実，理由を
明記した記事はえがたい。もし模索が許されるならば，それを兼松房次郎談話
「堂島之今昔9)」によって探ろう。
「ソレデ明治6年二大阪二非常ナ取引ガ出来ク，ソレガ非常二紛議ヲ生ジテ，遂二裁判
所へ訴ヘク，買方ハ買方ヲ訴ヘル，売方ハ売方デ訴ルト云フヤウニナック。其時二今デモ
存命ノ清岡公張君ガ大阪ノ裁判所長デ，相場ノ事二暗イカラ非常二苦シンダ，何シテモ往
カヌト云フノデ．旧幕府ノ法律ヲ准用シテ一切裁判ハ採リ上ケヌト云フコトニナッテ仕舞
ッタ。是ハ清岡君ガ巧ミヤッタノデ，ソレデ其時ノ取引ハ茶々無茶苦茶デ，堂島ノ相場ハ
潰レテ仕舞ツタ。非常二是レガ為二益シタ奴ガアルシ，非常二損シク者ガアル。ケレ共是
ハ仕方ガナイ。裁判所ガ採リ上ゲヌカラト人民ガ穏シイカラ諦メテ仕舞ッタ。サウ云フ例
ガーツアルカラ，何ヲシテ取込ンデ仕舞テモ，裁判所ガ採リ上ゲヌト云フノデー層弊ガ甚
クナッテ，法律ヲ制定シナケレハナラヌト云話。何ウシテモ株式組織担保制度ニシナケレ
ハナラヌト云フコトニナック，会員組織ハ悪イカラ株式組織ニシテ保証スルモノガナケレ
バ安心シテ売買ヲナスコトガ出来ナ9イト云フコトデ，堂島ノ米商会所ナドハソレ等，組立
ヲ上申シテ，又種々大蔵省デモ詮議ヲ凝ラシテ，サウシテ第百五号ノ法令ガ出テ株式組織
ニナッタ。云々 」
この兼松房次郎の談話には， 若干の記憶違いと， 年代的に前後混同があっ
て，必ずしも米会所の組織，取引方法を適確に説明してはいない。しかしそれ
は兼松房次郎が三井元之助の代人として米会所に出仕したのが明治7年である
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から， それ以前の事情をつぶさには承知していなかったからであろう。 しか
し，いずれにしてもこの談話で判明するように，米会所の組織とこれを取締る
法制に不備があり，そのことが米会所の経済的秩序を混乱に導く原因になった
であろうことが推察される。
いうところの，米会所の組織10)は，一種変則的な官営組織をとり，官命によ
り大蔵省から任命され，官給を与えられた数名の頭取に業務運営が任され，官
庁は収税に関する事項のみを監督し，その他の事項は干渉しないという方式を
とっていた。取引員についても，旧来のように一定数の仲買人を限っての会員
組織によるものではなく，堂島の範囲をこえて各地の米商人に取引を開放し，
しかも身元保証金を徴収しないものであった。 （身元金は後に改正され50円を
提出することになった。） また限月米の売買期限が4か月の長期で，一期の受
渡し限月に次期限月の売買がはじめられ，取引期間の重なりがあるので乗り替
えに便利であったこともあって，資金薄弱の商人も取引に参加することができ
た。
米会所の営業期間6か年の取引額によって取引増減の状況をみると第2表
11)のように，売買高はしだいに上昇し，明治7年に最高売買高を記録してい
る。すなわち， 「明治6・7年ノ交二至リテハ， 日々ノ売買米高無慮数拾万石
第2表堂島米会所取引高表
年 次 I売 買 高（石） i納 税 高（円）
明治4年 41,987,280 24,931 
5年 66,876,350 43,652 
6年 102,846,520 72,772 
7年 115, 306, 130 68,697 
8年 62,639,920 23,949 
9年 40,920,970 18,554 
備 考
明治4年4月に開業し，明治9年9月までで，同
年11月米商会所の創立にひきつがれる
I 
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ノ多キニ至リシカ，同7年10月限ノ売買二於テハ古今未曽有ノ大取組トナリ」
あるいは，「小野組• 島田商会の破綻去年来高値に因る農家の売惜等の諸関係
より漸次騰貴， 1月に於て 5円60銭の安値なりしもの 3月には 6円台， 5月に
は7円台に上りしため；政府は 5月以降米穀の輸出を禁じたれども 9月に於て
は更に 8円台に上り， 12月は本年の最高値を現わすに至れり。」 12) との市況
で，その 1年平均売買高は，当時の全国産米高の数倍にのぼる量であった。こ
れは正米取引ならびに実際の米穀需給からいちじるしく離れ，相場も当時5円
内外であった近県の米価より 1円内外も高値で，米会所役員の売買介入・仲買
人間の喰合いなど投機的要素を多分に含んだ人為相場であった。とくに明治7
年10月限の古今未曽有の大取組において，米会所役員の磯野小右衛門・田中喜
助•松本弥助・斎柏新助（広岡久右衛門代人）等は，売崩しを試み，形勢不利と
みるや解合によって波乱を防止しようとした。しかし10月限の取組米150万石
に対して受渡米は僅かに10万石で限日での受渡し完了は不可能事であった。そ
こで大阪府では直ちに調査探索にのり出し，空米差留規則を適用して， 10月限
取組米を一切消却し，当分の間の売買を差止め，事件は裁判所に移管された。
恐らくこの事件が，兼松房次郎談話「裁判所で採上げない」とはなされたもの
であろう。この相場の乱高下によって多額の利益を得たのは米会所頭取で，米
商は一大恐慌をきたした13)。
売買取引の混乱は，一つには人びとの投機熱の盛んであったととによるもの
であろうが，いま一つには会所役員が官職と本来の職業の不分離のままにおか
れ，もっとも有利な立場で売買に参加したことと，取引員に身元保証金を供託
させないで，・しかも一般に開放した米会所組織の欠陥によるところが大であっ
たといいうるであろう。米会所組織の欠陥があらわになり，取引の混乱と失敗
によって仲買人の信用が失墜すると，密売買の横行を招く結果となった。しか
しこれを取締るになんらの法策がなかったわけではない。大阪府においては明
治5年6月，密売買取締令なる府達を出し，従来売買上の紛争は一切裁判に取
上げないという慣例を一変し，「其問屋ヨリ，会所へ入米不致， 内密ノ引扱い
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たし，来客ノ損失を醸し候もの往々有之趣，右ハ其段於訴出ハ，取礼ノ上裁許
いたし遣すべき事」としている。すなわち「内訴の制」である。しかしこれが
悪用される場合もあった。 1例をあげると，
裁 決 書 14)
大阪府下第3大区5小区京町堀5丁目14番地
居住商 原告 粟谷品蔵
密売買喰合米之控訴
同府下第4大区13小区堂島船大工町18番地
田中喜助
同府下同大区14小区堂島浜通2丁目 8番地
松本弥助
右両名代人高知県士族被告 山 下 重成
同府下第4大区13小区堂島浜通1丁目30番地
商 山本新次郎
其方共訴訟遂吟味処，原告粟谷品蔵儀，米商谷祐次郎喰合卜唱フル密売買之所業ヲ為シ
クル趣之証書ヲ同人ヨリ受取，是ヲ密商之証トシ，米会所規則第28条但書二依リ，内訴シ
タルニ付，規則之通会所頭取共於テ，右密売買喰合ヲ為シタル者ヨリ，証拠金・得金共取
立貰受度旨申立，被告米商頭取共於テハ，会所規則第27条•第28条同条但書共，壬申 6 月
大阪府達之旨ヲ米商共深ク心得可ク為メ規則中二掲載セシ迄ニテ，右箇条ノ如キハ素ヨ
リ頭取共於テ処分ヲ為ス可キ権力無之，難取扱旨申答フルニ付，右布達卜規則第27条•第
2峰・同条但書ヲ照応スルニ，何レモ脱税二関スル箇条ニシテ，総テ官府二係ル文詞二有
之，然シテ頭取ハ官ヨリ被命ノ規則ハ官私混滑ノ如クナルニ付，大阪府へ照会スルニ，脱
税二関スル箇条処分之権限ハ頭取共へ与ヘタル儀二無之旨回答有之，且明治5壬申6月第
204号府庁ノ布達有之上ハ，頭取共へ対シ，内訴ノ処分ヲ請求ス可キ筋二無之事
右ノ外，米商谷祐次郎其他ノ者， 密売買喰合卜唱フル所業ノ有無ヲ，原・被申争卜雖
モ，訴訟ノ本旨前条ノ如クナルニ付，此度ノ訴二於テ互二争訴ス可キ筋二無之儀卜可相心
得事
但訴訟入費ハ規則ノ通，原告人ヨリ償却スヘシ
明治9年1月31日
大阪上等裁判所二於テ裁判申渡者也
六等判事桜井直養 印
. 15 
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七等判事
七等判事
柴山 典
高塩又四郎
??
これは，密売買・脱税防止のための「内訴の制」の本旨を取違え，悪用し，
自分の損金を，内訴して，相手方の利得とかえようとして，会所役員を相手ど
って控訴を起した例である。したがって本来裁判所は訴訟を取り上げないので
はなく判決を下していたのであるが，かえってそれが市場の混乱，徳義心の喪
失を助長したともいえる。
以上のような米会所取引の現状と法制・組織の不備が，司法官土居通夫の参
加を必要とした原因と考えられないであろうか。しかし土井通夫・田中市兵衛
の名は管見の限りでは，堂島米商会所創立関係史料にはその名を見せない。
かれらは狂言廻しの役割を演じたのであろうか。文楽の人形遣いになぞらえて
おも
いうなれば，少なくとも五代を「主遣」とし田中を「左手遣」・土居を「足遣」
かげ
とする 3人による「出遣」ではない。腰幕のうしろにひかえた「陰遣」のよう
である。それがどんなに演じられたか，まことに興味深い問題である。
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3. 堂島米商会所創立をめぐる紛争
明治9年11月2日開業をみた堂島米商会所の創立は，願書提出後2か月でな
されているが，決して順調に進んだのではなかった。事件の発端からその和解
に至るに満 1か年を要した葛藤があった。それは法規に不馴れのために生じた
ものではなく，取引機構・ 制度の改革に当って従来から鬱積していた新・旧両
派（堂島派・摂津派）すなわち会所役員と取引員の利害得失・反目が転換期に顕
現化したといえる紛争であった。
創立発起人の 1人であり，三井の代理人兼松房次郎とともに調停役をひきう
けた芝川又平の伝記筆者1)は，「翁等同志は先願権を得， 創立免許を得たり，
然るに此頃別に米商会所設立の計画をなすものあり，摂津米商会なるものを設
立す可＜願書を差出せり，然れども翁等の先願あり認可の見込なきを以て，此
の一派は翁等の出願権妨害運動として，会所設立地が米商人の共有物なるを奇
貨とし，日野徳兵衛外286名は代言人本荘一行を代理として抗議を申込来り，
爾来紛擾を重ねしが，翁及兼松房次郎堂島派の代表となり，摂津派と交渉に交
渉を重ね，遂に摂津派1名を重役に割込ませることにより妥協成立を見たるが
如し。」と，まず一半の事情を伝えている。 しかし一応は終ったかに見えた紛
争が再燃し，明治10年8月4日の「大阪日報い」によると，当代浪花の侠客小
林佐兵衛（通称赤万）の登場により， 「風説四方に高かりし堂島米相場の再葛藤
は，今度北組消防方頭取小林佐兵衛の中裁にて，去1日和裁まった＜整い（中
略）但し旧米会所並立会場借用料として金三千円差出，又一万円の株を譲り渡
すとの事に相成しと。」ったえている。
開業を前にして，もつれにもつれた葛藤の生ずるに及び，立会の定日決しか
ね，ー大混乱に陥った米商会所創立をめぐる紛争の経過を，残存する資料をつ
ぶさに掲げて説明しなければならないが，残された紙面の都合により本稿では
それをなしえない。ことの詳細は別稿にゆずり，その概略のみを予め知るため
に，当時の新聞人の報道3)の若千を拾って紹介しよう。
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大阪米商社規則改正の紛擾〔10.2, 浪花新聞〕
アイダ
今般米商社の規則が改正になるにつき，堂島の問屋仲間と高名の磯野君の際が何んだか
＊ツ9ツアンバイ ソムデ- Iヨカ9ヽ サマ 日9アヒ ステ
鬱勃な様子で，去る日曜日にも問屋仲間が三百人ほど堂島の豊川神社へ会厳をつけて，殆．
9コ1 ウックー イキホヒ ウ A .. ホン｝
将に申訴て出るとかいふ情勢だったと云ふ風説があるが， よもや真実ではあるまいと，
モV ウソ コ 1 ムダ＾ナッ
万ーまた是が虚妄でない説話なら，それこそ実に無益な抗抵といふもの。問屋仲買の衆も
ヨソ ィヒコウ A,< クク セマ
他所の者に手前勝手に恣権をされては不平ねへなぞといふ狭溢いことを言わず，磯野君も
アキナヒ9ケン カホ9アタラッ チ ヒカー メ オク
たとヘ一時商権を振ったことがあるにもせよ，何分生面いことだから些とは謙遜にして相
，，ヒ オタガヒ ッタガ コV力9 アキナイ ... ム オクガヒモウケ
互に勘弁し相互に持合つて御規則に遵ひ，将来の商業をますます盛太にして相互に得別る
v 、曰*"へ
工夫を仕たら宜さそうなものだ。西洋人の金言にも情親而力合而事成といふ語があるのに
と，蒻ゃら貨麗やらの人達が二三人寄合ひ淀屋橋の上で話しておりました， 昨日の晩
方。
堂島米会所の紛擾、相互の往復文書〔10.6,浪花新聞〕
＊アワクメ サックチ ニンコメアキウド ホ.., ャウカヅユキナン
堂島米会所規則改正に付磯野小右衛門氏等十七名と米商三百十人の部理代人本荘一行氏
との間に笙った裔五―件，昨日賃械i者の手に箇らずも本月二日，本荘底と十七ふとの社械
テガミ ナンアキウ f Iヒアワ テガミ
の書状だといふものと，同じ三日本荘氏が米商人中へ照会したる一書だというものの写し
を得ましたから一寸お目に懸ます。
米会所笛代第六大区三大区曽根崎村山田半兵衛のゑ禰礼こして，菜紬麟の共有物なる堂島
コンド
浜通り一丁目二十二番地元米会所を以て，今般米商会所と御定め御営業被成度旨株主御一
同限り御願立の上，御許可相成侯段，今十月二日元米会所に於て，磯野小右衛門田中喜助
松本弥助被申開侯，右は株主御加入ありて前文御願済相成候義相違無御座候哉否，今日中
ヘンデ
御廻答被下度候也。
明治九年十月二日
名宛十七名各通
米商日野徳兵衛外二百八十六名部理代人
第四大区十七小区中の島四丁目三番地
高瀬九郎控家寄留福岡県士族
本荘一行 印
ゴヘンデニオコピ
米会所創立に付株主に加入致侯儀相違無御座候，此段及御廻答候也
鴻池善右衛門
本荘一行殿
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従前の米相場は九月三十日限り被廃候に付ては， 米会所並に建物等都て米商持ちの分
は，公平之処分致度侯間及御案内侯，御存寄有之候はば明四日正午十二時迄に拙者方へ御
申聞被下度，此段御掛合申也。
米商日野徳兵衛外三百九人部理代人
中の島四丁目三番地
本 j荘一行
明治九年十月三日
名宛米商一般（各通）
堂島米商三百人鴻池等を告訴〔10.9,浪花新聞〕
一昨日七日米商三百余人の部理代人本荘一行氏同惣代竹川清右衛門斎藤嘉七の三人磯野
氏鴻池氏其余の数人を相手どり検事局へ願出しに，取調の上三日の間に沙汰いたすとのこ
とで有ったといふ風聞， 又その一日前六日の日， 渡辺橋の会議所え米商五六人を呼び出
し，戸長の何某君が種々五説諭があったけれども聞入れずして訴へて出たといふ，是も道
路の噂さ，此末の成果は例の通り追々。
堂島紛擾の原因〔10.13,郵便報知〕
ァヒ9
堂島旧米会所頭取と問屋仲買との際に大悶着が起りし訳けは，従前問屋仲買の者は身元
金五十円を出して株入が出来たるが，今度の改正に附き株数を七百五十となし，ー株金百
円と見積り此集金七万五千円は旧頭取始め重立ちし者十七名にて引請け，残り三十株を米
商中へ割付ける方法に取極め，更に米商会所と改称することを米商ー同へ申諭せしが，是
迄多年営業来りし者が加入ならず関係無き輩を加入されては迷惑に及ぶと苦情止まず不服
を云ひ張りしが，頭取磯野小右衛門外一同よりは，前件の次第を府庁へ出願し許可を得た
れば，米商身元金差戻すに付き旧米会所預り証を以て受取るべく旨触れ示したれど，今出
金を取戻しては従前の意味が切れて仕舞ふゆへ，決して身元金引取る事は致す間敷と一人
も受取に出る者なく，米商ー同の代言として本荘一行部理代人となりて問屋仲買ー同の不
平を並ぺ，去る六日府庁へ願ひ出たるよし。
堂島米商紛擾事件〔10.20,読売〕
大坂より来状に米市場は大混雑で立会の定日が極らず， 此ごたごたは新聞にもある通
り，磯野はじめ頭取中が米会所の積金を二万八千円あまり筆の先で引かけた事が新甫願済
に成ったので露顕いたし，三百人あまり出訴におよび此せつお殺しちう，又外にも三万円
l!;l 
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ほどの引負があり七八千石の買捨人もあり，三つのごたごたが起ったのだ杯と専ら人がい
ふが．是は決して当にならず，いずれ確な様子が知れれば委く書て送ると申て来ました。
大阪堂島の会所共有非共有問題〔12.28,東京日日〕
大阪堂島の米商会所は， 共有物だの共有でないのと揉め合ひ先ごろより訴訟中なりし
が，去る廿一日に吟味のうへ，いよいよ共有物と定まりたると申すこと。
以上， 4種の新聞の10月2日から12月28日までに報じた 6記事をあげたが，
浪花新聞の 3記事は，紛争の発端と米商中代理人の登場，米商中からの告訴を
報ずるのみで原因，内容にはなんらふれていない。これにくらべると，日時は
経過しているが，郵便報知，読売，東京日日の 3紙は，若千事件の内容に立ち
入り， 750株の株式の配分，事件の原因とも見られる苦情の内容にふれ，ある
いは，「当にならず」とはいえ米会所頭取中の金銭上の不正をあばき， 事件の
当面の問題になった米商会所創立場所の共有問題をあつかっているので，これ
を綴りあわせると事件の概略が知れよう。すなわち次のようにである。
米商会所条例によって株式組織（保証有限会社）に組織がえをし，資本金7万
5千円で創立されようとした民間営利会社である堂島米商会所が，これまでの
米商共有の米市場の家屋を使用して営業を開始しようとしながら， 300人にお
よぶ旧米商に，僅かに750株のうちの30株を割当てるにすぎない。多年営業に
関係した者をしめ出し，関係のない者を加入させるは迷惑至極と，旧米商が結
束し，代言人を立てて，論点を米商会所創立場所である堂島浜通り 1丁目23番
地の市場家屋が共有であることにしぽり告訴し争った事件である。
新・旧制度の転換期には，いずれの場合も多少の磨擦や衝突があろうが，明
治 7 年下半期以来の旧米商の不満，加うるに，小野組• 島田組の破産，各地士
族の乱や百姓一揆，はたまたまさに開幕されようとの期にあった自由民権運動
などによる世情の緊迫感もあって， 「御無理御尤」で泣寝入り出来ない藩閥的
勢力への反抗が，この事件の混乱を一層大にしたかに考えられるものである。
(1) 芝川又四郎『芝圏遣芳』
(2),(3)新聞集成明治編年史第3巻
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おわりに
829 
堂島米市場に関する研究は，旧藩時代を研究範囲とするものについては須々
木庄平氏の大著『堂島米市場史』をはじめ若干の論著があげられる。しかし明
治維新以降のものについては，商業経済学ないしは取引所論を除けば，まとま
った史的研究は皆無といってよい状態である。かつて須々木庄平氏は，前著に
ひきつづき『続堂島米市場史（現代編）』の著述を構想されたが，不幸その業を
残して世を去られた。幸にして父君の遺志を継承された当主須々木敏郎氏によ
って，数年来その業がすすめられ，漸く準備の大半は整えられたが，諸般の事
情はなおその著を江湖にとうを許さぬ状態である。
関西大学には，須々木氏から寄贈された堂島米穀取引所関係史資料が架蔵さ
れており，その関係から続堂島米市場史の準備に，私もおよばずながら若干の
お手伝をし， 史資料の蒐集・筆写などに多大の援助を戴いたが， ふりかえっ
て，なお準備・研究に多大の不備のあるを感じ，あらためて稿をおこし，ここ
に拙稿を呈するの機をあえてえようとしたわけである。願わくば大方のお許し
を戴き，御指導・御叱正を願う次第である。
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